
令和８年９月市議会 教育厚生委員会資料 

 

所管事項調査に関する資料 ② 

 

 

目 次                                         ページ 

１ 今年度の高齢者等定期予防接種（インフルエンザ、新型コロナ）について ··············· 2 

２ 感染症研究拠点整備に関する諸会議の開催状況等について ···························· 3～4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 民 健 康 部 

令 和 ８ 年 ９ 月 

-1-



 

１ 今年度の高齢者等定期予防接種（インフルエンザ、新型コロナ）について 

 
（１）高用量インフルエンザワクチンの定期接種導入見送り 

インフルエンザ予防接種については、今年度から標準量インフルエンザワクチンの４倍の抗原を含み、優れた発症予防効果や

重症化予防効果が確認されている高用量インフルエンザワクチン（75 歳以上の方が選択することができる）が導入される予定

であったが、製剤の薬事承認が大幅に遅延しているとの理由により、厚生労働省から令和 8年 7月に令和 8年度の定期接種化を

見送る旨の通知がなされた。 

このため、令和 8年 6月議会で報告していた補正予算計上は不要となったが、今後も国の動向を注視し、定期接種化が決定し

た際には改めて予算を計上する。 
 

（２）自己負担額の見直しについて 

ア インフルエンザ予防接種 

昨年度まで非課税世帯の方は無料としていたが、新型コロナや帯状疱疹予防接種と同様に課税世帯の方の自己負担額の半額

を令和 8年 10月からの接種開始に併せて徴収する。 

なお、長崎市を除く県内すべての市町は、非課税世帯の方からも課税世帯と同額の自己負担額を徴収している。 

【自己負担額の比較】 

 接種費用 課税世帯 非課税世帯 生活保護世帯等 

令和７年度 4,541円 2,200円   0円    0円 

令和８年度 4,541円 2,200円 1,100円    0円 
 

イ 新型コロナ予防接種 

中核市や県内自治体の調査を踏まえ、昨年度の自己負担額から課税世帯は 1,000円、非課税世帯は 500円をそれぞれ令和 8年

10月からの接種開始に併せて増額する。（参考：令和 7年度 中核市平均 6,139円、県内自治体平均 4,293円） 

【自己負担額の比較】 

 接種費用 課税世帯 非課税世帯 生活保護世帯等 

令和７年度 15,600円 3,000円 1,500円    0円 

令和８年度 15,600円 4,000円 2,000円    0円 
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２ 感染症研究拠点整備に関する諸会議の開催状況等について 

 

(１) 長崎大学高度感染症研究センター実験棟の運用に関する地域連絡協議会 
  

ア 目的・委員構成等 

設 置 者 長崎大学 

設 置 日 令和 5年 4月 1日 

設 置 目 的 
施設の運用状況に関する情報について地域住民へ提供し、施設の厳格な管理及び安全な運用の継続的な実施

に資する。 

委 員 構 成 

近隣連合自治会長・自治会長（8名） 

その他三者連絡協議会が必要と認めた者（2名） 

学識経験者・専門家（3名） 

行政（長崎県地域保健推進課長、長崎市感染症対策室長・防災危機管理室長・消防局警防課長・北消防署警

防１課 課長補佐）（5名） 

長崎大学（長崎大学高度感染症研究センター センター長ほか）（5名） 

 

イ 直近の開催状況 

回 数 開 催 日 主 な 議 題 

第 11回 令和 8年 7月 1日（水） 
① 高度感染症研究センター実験棟に関する報告 

② その他 

 
ウ 主な議事内容等 

(ｱ)  高度感染症研究センター実験棟に関する報告について 

・ BSL-4実験室に立ち入る者を対象とした教育訓練として、スライドと資料を用いた講義のあと、理解度確認のために筆記試

験を行ったこと、また、緊急時の実技訓練として防護スーツを切断する際の手順の検証を行ったことが報告された。 

・ 高度感染症研究センター実験棟における事故等の対応策の検討として、2月に不審者対応訓練及び長崎県警察への連絡訓練

を、5月に消防通報訓練を実施したことが報告された。委員からは、実際の火災の際に道路幅員の関係から消防関係車両の進
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入に支障がないのかとの質問がなされ、消防車両については小型化していることもあり問題なく現場へ進入できるとの回答

がなされた。 

・ 高度感染症研究センター実験棟屋外スピーカーの使用訓練について、昨年度に引き続き今年度も実施予定であり、その際は

スピーカー性能を十分に活用できるよう昨年度の最大音量を上回る水準で実施予定であることが報告された。 

 (ｲ)  その他 

・ これまで地域連絡協議会において地域住民の委員と協働して議論した内容に基づき、長崎大学が BSL-4施設に講じた安全対

策措置のうち地域住民から最も重要であるとして求められた５つの事項（①リスクに応じた安全管理規則の制定、②実験情

報の開示、③事故発生時の住民へ伝達手段として屋外スピーカー設置、④軍事的な研究は行わないことの約束、⑤長崎市地域

防災計画への BSL-4施設の掲載）について資料として取りまとめた旨の報告がなされた。 

 

エ 今後のスケジュール等 

回  数 開 催 日 主 な 議 題 

第 12回 令和 8年 10月 30日（金） 未 定 
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